
求められる力量 生徒指導提要

・肯定的な児童生徒観に立脚し、一人一人の個性、多様性を尊重し、共感的に関わることができる。
 （子ども理解・指導実践）
・資料の活用や観察により情報を収集、分析し、児童生徒がどのようなニーズを抱えているかを特定できる。（分析）
・生徒指導は様々な教育活動や集団の特質を活かしながら行うものであることを十分に理解している。（生徒指導観）
・学校内外の関係者と連携してチームとして活動することができる。（連携・組織）
・自己研鑽に励むことができる。（研修）

第１章 第２節 ・ 第３節
第３章
第６章 Ⅰ 第１節 ・ 第２節

一
般
教
員

・学級担任・教科担当教員として、教科及び教科外における生徒指導をそれぞれ実践できる。（生徒指導観・指導実
践）
・児童生徒理解の基本的理論を理解している。（子ども理解）
・児童生徒の状態や課題を理解し、個別支援計画を立て適切な支援ができる。（分析・企画）
・学級・児童生徒会のもつ組織的機能を高めることができる。（学級経営）
・個別指導・集団指導の基本を理解し、保護者や他の教職員と連携できる。（子ども理解・連携）

第１章
第２章
第３章
第４章
第５章
第６章 Ⅰ ・ Ⅱ
第７章
第８章

・研鑽を積んで、経験を現場で有効な力量へと変えることができる。（研修）
・他の教員に対し、積極的に支援的な関わりを行うことができる。（組織）
・教員の日常業務の中に、いかに生徒指導を活かすかという視点を持っている。（生徒指導観）
・個別に生じる生徒指導的な課題への的確な初期対応ができる。（指導実践）
・他の教員のモデルとなり、他の教員と協働することができる。（組織・連携）
・他の教員の相談相手になれる水準で個別指導・集団指導の基本を理解している。（指導実践・育成）

第１章
第２章
第３章
第４章
第５章
第６章 Ⅰ ・ Ⅱ
第７章
第８章

・学校内外の情報を収集し、適切に集約することで、現状と課題を明確にできる。（分析・企画）
・校長が的確に判断できるように、現状と課題を管理職に正確に伝達できる。（情報管理）
・学校の方針を踏まえた取組の計画を立てることができる。（組織・企画）
・教職員全員で取組を進めていくために、教職員の動きをつくることができる。（組織コーディネート）
・実践しただけで終わらせることなく、取組を定期的に点検できる。（点検・評価・育成）
・特別支援コーディネーター等との連携・協力ができる。（連携）

第１章
第２章 第１節 ・ 第２節～第４節
第３章
第４章
第５章
第６章 Ⅰ ・ Ⅱ
第７章 第１節 ・ 第２節～第５節
第８章

・生徒指導方針を明確にし、その達成を目指した教育活動を適切に位置付けることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （組織マネジメント・リーダーシップ）
・リーダーの育成、教職員の意識の高揚、児童生徒の安全確保に係る条件整備等を行い、全校指導体制を構築できる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （組織マネジメント）
・学校・地域・関係機関との連携を強め、コーディネートすることができる。（組織・連携）
・教職員の悩みに耳を傾け、適切な助言や具体的な支援をするためのコンサルテーションができる。（育成）
・教育相談の考え方・技法を修得している。（指導実践）
・法制度等について教職員に効果的な指示ができる。（指導実践）

第１章
第２章 第１節 ・ 第２節～第４節
第３章
第４章
第５章
第６章 Ⅰ ・ Ⅱ
第７章 第１節 ・ 第２節～第５節
第８章

 注） 「生徒指導提要」欄の太字かつ二重下線で示した章・節は、各教職員ごとの研修における優先度が特に高いもの
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 教職員

一般教諭 ★★★ ★★

中核教諭 ☆☆☆ ☆

生徒指導
主事 ○○○ ○○○

管理職 ●●● ●

注１）印（☆、★、○、●）は教職員の４つの立場（一般教員、中核教員、生徒指導主事、管理職）ごとにそれぞれの立場で優先すべき研修内容を示している。

注２）研修内容の優先度は、次の通りである。　☆☆☆（★、○、●も同じ）：非常に高い　☆☆：やや高い　☆：普通

注３）印は教職員の４つの立場間（縦軸）を比較するものではない。
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２　教職員の４つの立場から見た研修内容の優先度（「生徒指導提要」との関連から）

☆

○○

●●●

学校における
生徒指導体制

教育相談
生徒指導の進め方
Ⅰ　児童生徒全体

への指導

★

☆☆☆ ☆☆☆ ☆
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提要
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教育課程と
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生徒指導の進め方
Ⅱ　個別の課題を抱える児童生徒
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第７章第６章－Ⅱ
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☆☆ ☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆☆ ☆

○○○ ○ ○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○

●●●

○○

●●● ●● ● ●●● ● ●● ● ●●●



国、教育委員会、学校における生徒指導に関する教員研修の体系図

研修受講の
対象となる教職員

学校

学校全体で
知識の
共有化国や教育委員会が行う

研修の受講者が
研修内容を還元

各学校の実情に応じた
校内研修の

企画・立案・実施
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国

○研修等の実施
（独）教員研修センター等において、国の教育政策上、

真に必要な研修に厳選、特化し、教育委員会等が行う
研修の指導者を養成

○生徒指導提要等の資料の作成・配付

国が行う研修の受講者が
各地域の研修指導者や
中核リーダーとして活動

教育委員会

地域全体で
知識の
共有化

地域の
実情に応じた
研修の実施

研修の
企画・立案・

運営
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